
＊厚生労働省では、基本目標＞施策大目標＞施策目標を設定して、政策を実施しています。

目標１

（課題１）

基準年度
平成29年

度
平成30年

度
令和元年

度
令和２年度 令和３年度

平成28年度実
績に対して4％

増(1,626件)

平成28年度実
績に対して8％

増(1,688件)

平成28年度実
績に対して12%

増(1,751件)

平成28年度実
績に対して16%

増(1,813件)

平成28年度実
績に対して20%

増(1,876件)

1,991件 1,714件 1,758件

平成28年度実
績に対して2％

増(5,177件)

平成28年度実
績に対して4％

増(5,278件)

平成28年度実
績に対して6％

増(5,380件)

平成28年度実
績に対して8％

増(5,481件)

平成28年度実
績に対して10%

増(5,583件)

5,505件 5,438件 5,689件

平成28年度実
績に対して3％
増(368,906件)

平成28年度実
績に対して6％
増(379,651件)

平成28年度実
績に対して9％
増(390,395件)

平成28年度実
績に対して12%
増(401,140件)

平成28年度実
績に対して15%
増(411,885件)

387,608件 402,807件 396,426件

平成28年度実
績に対して4%

増(103,277,329
件)

平成28年度実
績に対して8%

増(107,249,534
件)

平成28年度実
績に対して12%
増(111,221,739

件)

平成28年度実
績に対して16%
増(115,193,944

件)

平成28年度実
績に対して20%
増(119,166,149

件)

135,515,992
件

196,087,999
件

223,292,924
件

独立行政法人国立病院機構及び国立研究開発法人国立高度専門医療研究センターは、中期計画及び中長期計画において医療
従事者の育成を積極的に行うことを目標としている。
研修会を実施することで、医療従事者の育成を積極的に行い、先端医療の習得と普及を促進する。このような教育研修を通じて政
策医療を推進するため、研修会受入人数を測定指標とし、過去の実績を踏まえ目標値を第４期最終年度目標値を第３期最終年度
比で15％増とした（平成28年度実績：358,161件、平成29年度実績：387,608件）。

4
ホームページアクセス件数
（アウトプット）

99,305,124
件

平成28年
度

第４期最終
年度目標値
を第３期最
終年度比で

20％増

令和３年度

独立行政法人国立病院機構及び国立研究開発法人国立高度専門医療研究センターは、中期計画及び中長期計画において情報
の発信を行うことを目標としている。
ホームページにおいて医療従事者のみならず一般国民を対象とした医療情報（疾病予防対策やセミナー開催等の国立病院機構及
び国立高度専門医療研究センターの取組）を発信することで、全国民が医療への理解を深め医療への参画機会を得ることができ
る。このような情報発信を通じて政策医療を推進するため、ホームページアクセス件数を測定指標とし、過去の実績を踏まえ目標値
を第４期最終年度目標値を第３期最終年度比で20％増とした（平成28年度実績：99,305,124件、平成29年度実績：135,515,992件）。

3
研修会受入人数
（アウトプット）

358,161件
平成28年

度

第４期最終
年度目標値
を第３期最
終年度比で

15％増

令和３年度

独立行政法人国立病院機構及び国立研究開発法人国立高度専門医療研究センターは、中期計画及び中長期計画において治験
を推進することを目標としている。
新薬・新医療機器等の研究及び治験を実施することで、その有効性や安全性の検証のもと新規開発が促進される。より良い医療を
より早く患者に提供することを目的とした政策医療推進のため、臨床研究における治験受入件数を測定指標とし、過去の実績を踏
まえ目標値を第４期最終年度目標値を第３期最終年度比で20％増とした（平成28年度実績：1,563件、平成29年度実績：1,991件）。

2

発表論文数（掲載に専門家の審査が必要と
なる国際的に評価される専門的科学雑誌に
掲載された科学論文）
（アウトプット）

5,075件
平成28年

度

第４期最終
年度目標値
を第３期最
終年度比で

10％増

令和３年度

独立行政法人国立病院機構及び国立研究開発法人国立高度専門医療研究センターは、中期計画及び中長期計画において臨床
研究を推進することを目標としている。
国際的に評価される専門誌等で論文を発表することで、新たな知見の普及や更なる研究の推進につながることから、発表論文数を
測定指標とし、過去の実績を踏まえ目標値を第４期最終年度目標値を第３期最終年度比で10％増とした（平成28年度実績：5,075
件、平成29年度実績：5,505件）。

年度ごとの実績値

目標年度

1
治験受入件数（製造販売後臨床試験を含む）
（アウトプット）

1,563件
平成28年

度

第４期最終
年度目標値
を第３期最
終年度比で

20％増

令和３年度

達成目標１について

測定指標（アウトカム、アウトプット）
※数字に○を付した指標は主要な指標

基準値 目標値

年度ごとの目標値

測定指標の選定理由及び目標値（水準・目標年度）の設定の根拠

施策の概要

歴史的・社会的な経緯等により他の設置主体での対応が困難な医療や、国民の健康に重大な影響のある疾患に関する医療については、国の医療政策として担うべきもの（政策医療）として、全国的な病院ネットワークを有する国立病院機
構や国立高度専門医療研究センター（ナショナルセンター）において着実に実施しているところであり、引き続き、こうした医療の提供等を確実に実施していくことにより、政策医療を向上・均てん化させる。
（なお、独立行政法人通則法（平成11年法律第103号）に基づき、独立行政法人国立病院機構及び国立研究開発法人国立高度専門医療研究センターの評価については、主務大臣が評価を実施している。）

この他、新型コロナウイルス感染症対策として、国立病院機構・地域医療機能推進機構における医療提供体制の整備を支援している。

施策実現のための背景・課題 1 政策医療（国の医療政策として担うべき医療）を継続的に実施すること。

各課題に対応した達成目標

達成目標/課題との対応関係 達成目標の設定理由

医療の提供、臨床研究、教育研修及び情報発信などを行い、効率的かつ効果的に、国民の健康に重大
な影響のある特定の疾患等に係る医療や高度かつ専門的な医療、すなわち政策医療を向上・均てん化
させる。

政策医療（国の医療政策として担うべき医療）を提供するため、独立行政法人通則法第30条及び第35条の５で定める中
期計画及び中長期計画から、必要な指標を設定している。

令和２年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

施策目標名（政策体系上の位置付け）
政策医療を向上・均てん化させること（施策目標Ⅰ－４－１）
　 基本目標Ⅰ：安心・信頼してかかれる医療の確保と国民の健康づくりを推進すること
　　　施策大目標４：国が医療政策として担うべき医療（政策医療）を推進すること

担当
部局名

医政局医療経営支援課
医政局研究開発振興課

作成責任者名
医療経営支援課長　岩下　正幸
研究開発振興課長　笠松　淳也

（厚生労働省２（Ⅰ－４－１））



平成30年
度

令和元年
度

(1)
独立行政法人国立病院機構運営費
（平成16年度）

148億円
(148億円)

155億円
(155億円)

150億 1,2,3,4 116

(2)
国立研究開発法人国立がん研究センター運
営費
（平成22年度）

65億円
（65億円）

65億円
（65億円）

65億円 1,2,3,4 117

(3)
国立研究開発法人国立がん研究センター施
設整備費
（令和２年度）

­ ­ 2億円 1,2,3,4 新02-022

(4)
国立研究開発法人国立循環器病研究セン
ター運営費
（平成22年度）

40億円
（40億円）

40億円
（40億円）

40億円 1,2,3,4 118

(5)
国立研究開発法人国立循環器病研究セン
ター施設整備費
（平成27年度）

24億円
（20億円）

- - 1,2,3,4 126

(6)
国立研究開発法人国立精神・神経医療研究
センター運営費
（平成22年度）

38億円
（38億円）

39億円
（39億円）

40億円 1,2,3,4 119

(7)
国立研究開発法人国立精神・神経医療研究
センター施設整備費
（平成28年度）

5億円
（5億円）

7億円
（5億円）

12億円 1,2,3,4 123

(8)
国立研究開発法人国立国際医療研究セン
ター運営費
（平成22年度）

58億円
（58億円）

59億円
（59億円）

59億円 1,2,3,4 120

(9)
国立研究開発法人国立国際医療研究セン
ター施設整備費
（平成22年度）

9億円
（1億円）

7億円
（6億円）

11億円 1,2,3,4 124

(10)
国立研究開発法人国立成育医療研究セン
ター運営費
（平成22年度）

34億円
（34億円）

33億円
（33億円）

32億円 1,2,3,4 121

(11)
国立研究開発法人国立成育医療研究セン
ター施設整備費
（平成28年度）

1億円
（1億円）

8億円
（8億円）

5億円 1,2,3,4 127

(12)
国立研究開発法人国立長寿医療研究セン
ター運営費
（平成22年度）

28億円
（28億円）

30億円
（30億円）

30億円 1,2,3,4 122

　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センターは、精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言
等を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の施設整備にかかる経費の一部を補助す
ることにより、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター施設整備費を交付することにより、同センターが行う精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医療の提
供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立国際医療研究センターは、感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等
を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業務
の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立国際医療研究センター運営費を交付することにより、同センターが行う感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療
従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立国際医療研究センターは、感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等
を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の施設整備にかかる経費の一部を補助する
ことにより、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立国際医療研究センター施設整備費を交付することにより、同センターが行う感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、
医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立成育医療研究センターは、成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業務の円
滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立成育医療研究センター運営費を交付することにより、同センターが行う成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事
者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立成育医療研究センターは、成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の施設整備にかかる経費の一部を補助することに
より、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立成育医療研究センター施設整備費を交付することにより、同センターが行う成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療
従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立長寿医療研究センターは、加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業務の円
滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立長寿医療研究センター運営費を交付することにより、同センターが行う加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事
者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　独立行政法人国立病院機構は、医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに技術者の研修等を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に
寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同機構の業務の円滑な実施及び推進を図る。
　独立行政法人国立病院機構運営費を交付することにより、同機構が行う医療の提供、医療に関する調査及び研究並びに技術者の研修等が円滑に実施され、政策医療
の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立がん研究センターは、がんその他悪性新生物に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を
行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業務の
円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立がん研究センター運営費を交付することにより、同センターが行うがんその他悪性新生物に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従
事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立がん研究センターは、がんその他悪性新生物に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を
行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。
国立研究開発法人国立がん研究センターの施設の整備のために要する経費を補助することにより、同センターの業務（がんその他の悪性新生物に係る医療に関し、調
査、研究及び技術の開発並びにこれらの業務に密接に関連する医療の提供、技術者の研修等）にかかる経費の一部に充てることにより、同センターの業務の円滑な実施
及び同業務の推進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立循環器病研究センターは、循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行うことに
より、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業務の円滑な実
施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立循環器病研究センター運営費を交付することにより、同センターが行う循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研
修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立循環器病研究センターは、循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行うことに
より、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の施設整備にかかる経費の一部を補助することにより、
業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立循環器病研究センター施設整備費を交付することにより、同センターが行う循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者
の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センターは、精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言
等を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。その事業運営に必要な経費を交付することにより、同センターの業
務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター運営費を交付することにより、同センターが行う精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医
療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

達成手段１
予算額（執行額） 令和２年

度
予算額

関連する
指標番号

達成手段の概要、施策目標達成への寄与の内容等
令和２年行政事業レビュー事業番

号



(13)
国立研究開発法人国立長寿医療研究セン
ター施設整備費
（平成22年度）

-
5億円

（5億円）
7億円 1,2,3,4 125

(14)
独立行政法人国立がん研究センター設備整
備費補助金
（平成26年度）

- - - 1,2,3,4 －

(15)
独立行政法人国立循環器病研究センター設
備整備費補助金
（平成25年度）

- - - 1,2,3,4 －

(16)
独立行政法人国立精神・神経医療研究セン
ター設備整備費補助金
（平成25年度）

- - - 1,2,3,4 －

(17)
独立行政法人国立国際医療研究センター設
備整備費補助金
（平成26年度）

- - - 1,2,3,4 －

(18)
独立行政法人国立成育医療研究センター設
備整備費補助金
（平成26年度）

- - - 1,2,3,4 －

(19)
独立行政法人国立長寿医療研究センター設
備整備費補助金
（平成25年度）

- - - 1,2,3,4 －

【独立行政法人国立病院機構】
診療事業は全て自己収入により行っていることにかんがみ、積立金は、次期の中期目標期間中に必要な施
設整備等の財源に充てられるよう配慮する。

平成30年度
44,243,343 （43,911,184） 45,658,649 （44,499,280） 45,197,994

施策に関係する内閣の重要施策
（施政方針演説等のうち主なもの）

施政方針演説等の名称 年月日 関係部分（概要・記載箇所）

独立行政法人改革等に関する基本的な方針 平成25年12月24日

施策の予算額（執行額）（千円）
平成30年度 令和元年度 令和２年度 政策評価実施予定

時期(評価予定表）

　国立研究開発法人国立長寿医療研究センターは、加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助することに
より、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立長寿医療研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行う加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提
供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立長寿医療研究センターは、加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の施設整備にかかる経費の一部を補助することに
より、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立長寿医療研究センター施設整備費を交付することにより、同センターが行う加齢に伴う疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療
従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立がん研究センターは、がんその他悪性新生物に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を
行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助するこ
とにより、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立がん研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行うがんその他悪性新生物に係る医療に関して、研究・開発、医療の
提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立循環器病研究センターは、循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行うことに
より、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助することにより、
業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立循環器病研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行う循環器病に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療
従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センターは、精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言
等を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助す
ることにより、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行う精神・神経疾患等に係る医療に関して、研究・開発、医
療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立国際医療研究センターは、感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等
を行うことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助する
ことにより、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立国際医療研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行う感染症その他の疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療
の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。

　国立研究開発法人国立成育医療研究センターは、成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等を行う
ことにより、政策医療の向上を図り公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的としている。同センターが行う研究等の設備整備にかかる経費の一部を補助することに
より、業務の円滑な実施及び推進を図る。
　国立研究開発法人国立成育医療研究センター設備整備費補助金を交付することにより、同センターが行う成育に係る疾患に係る医療に関して、研究・開発、医療の提
供、医療従事者の研修、情報発信及び政策提言等が円滑に実施され、政策医療の向上・均てん化の促進が図られると見込んでいる。


